
〒772-8503 徳島県鳴門市撫養町黒崎字小谷32番 
徳島県鳴門病院人事課　TEL：088-683-0011  FAX：088-683-1860
E-mail：syomu@naruto-hsp.jp　
URL：http://naruto-hsp.jp/

＜研修プログラムの特徴＞　地域中核病院および救急指定病院として、日常診
療において遭遇する頻度の高い疾患についてのプライマリーケアを中心に、幅広
い実践的な診療技術を修得できます。研修プログラムは、内科６ヵ月、救急４ヵ
月、地域医療１ヵ月を必修科目とし、外科、麻酔科、小児科、産婦人科、精神科を選
択必修科目とし経験することができます。また、選択科は１１ヵ月と選択の幅を広
げ、将来の進路に応じて希望に沿った研修が行えるように配慮しています。

＜研修プログラムの特徴＞　　徳島県中部～西部にかけての診
療圏を持つ二次救急病院であり、人口過疎地域であり、かつ医師
不足地域であります。そのため様々な疾患に対応出来る能力が必
要とされます。これにより高度な医療を担うための基礎を養成しま
す。また中～西部の各診療所との密な医療連携が必須であり、特
に山間過疎地域での地域医療研修が可能です。更に各科の連携
が密であり、また国公立病院にない自由さが特徴です。

〒776-8511 徳島県吉野川市鴨島町知恵島字西知恵島120 事務部管理課　
TEL : 0883-26-2222 FAX : 0883-26-2300
Email : kanrika4@ja-ymc.jp URL : http://www.ja-ymc.jp/

〒770-8503  徳島県徳島市蔵本町2丁目50-1  徳島大学病院卒後臨床研修センター
TEL : 088-633-9359   FAX : 088-633-9358
E-mail : bsotsugo@tokushima-u.ac.jp　
URL : http://www.tokudai-sotsugo.jp/    
  

＜研修プログラムの特徴＞　　
大学病院ならではの3年目以降の専門医研修につながる研修プログ
ラムを用意しています。協力病院も徳島県だけではなく、日本全国に
存在し、各研修医が充実した研修を行えるよう、数多くの選択肢が
あります。また、2年間の臨床研修では、プライマリ・ケアを中心とし
た基本的な診療能力を習得できるように計画しています。

徳島大学病院

 　検索 　　研修医資料

 　検索 　　研修医資料
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徳島県鳴門病院
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森脇由香　研修医／2年目　　　
（徳島大学卒業・愛媛県出身）

JA徳島厚生連 吉野川医療センター 徳島健生病院

＜研修プログラムの特徴＞　　
徳島健康生活協同組合が運営する医療生協の病院です。徳島健康生協
のセンター病院として各科の診療をはじめ、在宅診療や透析、デイケア、
健康診断などを実施しています。従来より積極的に研修医を受け入れ
ローテート研修をおこなってきました。２年間の研修のみでなく３年目以
降も継続した研修が可能です。医療生協の組合員をはじめとした、地域
の皆様と協力して医師養成に取り組んでいることが特徴です。

〒770-0805 徳島県徳島市下助任町４丁目９番地 
徳島健康生活協同組合 総務部　TEL : 088-654-8363  FAX : 088-625-0058  
Email : ikyoku@kenkou-seikyou.com
URL: http://kenkou-seikyu.com/

徳島健生病院　副院長　　内科医師（指導医）　松田知子

 　検索 　　研修医資料

　健生病院では将来、専門とする分野にかかわらず様々なプライマリー
ケアのフィールドで活躍できる医療人の養成を目指して初期研修を行っ
ています。第一線医療の中で多様なcommon disease が経験でき、充実
したカンファレンス、日々の振り返りなど、様々な教育技法により幅広い
疾患に対し問題解決能力を持つ医師を養成しています。
　また、MSWや理学療法士など、他職種を交えたカンファレンスを通し
て患者さんの抱えた問題を身体的、精神的だけでなく、生活、社会的背景
も含めて解決できる医師を目指します。
　さらに、医療生協の利点を生かして、組合員の班会で医療学習会の講
師をしたり、検診活動に参加することで予防活動の視点を持つ医師を目
指しています。
　さあ、あなたも地域まるごと健康にできる、また、患者さんのどんな問
題も解決できるドクターGplusを目指して研修してみませんか。

目指せ
ドクターGplus！
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阿南共栄病院JA徳島厚生連

〒779-1198 徳島県阿南市羽ノ浦町中庄蔵ノホケ36番地　
阿南共栄病院　事務部管理課 　TEL : 0884-44-3131  FAX : 0884-44-4179
E.mail : kanrika@ja-kyoei-hospital.jp
URL : http://www.ja-kyoei-hospital.jp

＜研修プログラムの特徴＞
この研修プログラムでは、阿南共栄病院を基幹型臨床研修病院
とし、協力型臨床研修病院(徳島大学病院)とで臨床研修病院群
を構成し、研修医の受け入れを行う。本院研修プログラムの特徴
は、内科研修における各診療科単位の縦わりではなく、6カ月間、
すべての内科小診療科を同時平行で行う全人的研修である。

居心地、とてもいいです
医局内で各科の先生がおられるため、分からないことや気になること、
問題点などはいつでも相談できる環境にあります。
ジェネラルな視点を持ちつつ、専門分野を極めている経験豊富な先生方の指導のもと、
幅広い研修を行うことができます。
また、診療に必要な手技の研修も同時に行いながら、
common disease を数多く経験できるため、大変勉強になっており
共栄病院の素晴らしさを実感しております．

 　検索 　　研修医資料

岩佐昌美　後期研修医／6年目
（徳島大学卒業・徳島県出身）

徳島赤十字病院
＜研修プログラムの特徴＞　　　
当院の診療科は、総合診療、循環器、消化器、脳・神経、代謝・内分泌など、内科・外科
一体となった機能的な研修体制をとっています。救命救急センターは軽症から最重
症まですべての患者さんを受け入れる北米型のシステムで、救急搬送数は年間約
5000件です。当院の特徴は、診療科の垣根が低く各専門科へのコンサルテーション
が容易で、他職種のモチベーションも高く非常に仕事がやりやすいことです。救急研
修では、このような専門家集団に守られながら、数多くの症例を経験できます。必修
科目に加えて、IVRや心エコー、内視鏡などの手技に特化した選択科目や、病理、災害
医療救護などユニークな研修を自由に選択することができます。

〒773-8502  徳島県小松島市小松島町字井利ノ口103番   
徳島赤十字病院  研修医医局
TEL：0885-32-2555（内線5415）  FAX：0885-32-6350   
E-mail：kensyui3@tokushima-med.jrc.or.jp
URL : http://www.tokushima-med.jrc.or.jp  　検索 　　研修医資料
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図
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私は産婦人科研修プログラムを選択していますが、これは医学部3年時に
不妊治療で悩んでいる患者さんに出会い、どうにかしてあげたい、私にできることはなんだろうと思い、
産婦人科医になりたいと考えるようになったことから選択しました。
1年目は出身地である愛媛県の愛媛県立中央病院で初期救急対応を中心に研修を行い、
2年目は学生時代を過ごした第2の故郷である徳島大学病院で
産婦人科を中心に臨床研修を行っています。
徳島大学病院では、専門性の高い先端医療に触れる機会が多く、
ここでしっかりとした知識と技術を身につけたいと思っています。
まだまだ私にできることは余りありませんが、研修中は、忙しい中でも熱意をもって優しく、
そして時には厳しくご指導頂いた指導医の先生の「all for the patients !!」の言葉と
患者さんから「先生が来ると元気が出るよ！」と言って頂いたことを胸に
日々精進していきたいと思います。
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